令和８年度　第1回　弥富市小学校再編委員会　会議録


1. 日時　令和８年５月26日（火）　18：00～20：05

2. 場所　弥富市役所　３階大会議室ABC

3. 出席者　大藤小学校PTA会長　花井潤子　・　大藤小学校家庭教育委員　八木亜	矢　・　栄南小学校PTA会長　東　英樹　・　栄南小学校家庭教育委員	　居軒祐美子　・　十四山東部小学校PTA会長　元田香織　・　十四山	東部小学校家庭教育委員　浅井有佳里　・　十四山西部小学校PTA会長	　鳥居有香子　・　十四山西部小学校家庭教育委員　渡辺訓世　・　栄	南保育所役員　吉川奈々　・　十四山保育所役員　浦部由香　・　大藤	小学区会長　飛田広美　・　栄南小学区会長　大谷　勝　・　十四山地	区区長会代表　志水昭直　・　大藤小学校長　櫻井尚史　・　栄南小学	校長　中野　健　・　十四山東部小学校長　岩田恭子　・　十四山西部	小学校長　河竹　茂　・　栄南保育所長　安部幸代　・　教育長　高山	典彦　・　教育長職務代理者　阿部康治　・　教育委員　浅野美喜子	・　令和６・７年度小学校再編委員会委員長　伊藤　将之

4. 事務局　教育部長　渡邊一弘　・　教育部次長　吉川　博　・　学校教育課課長　	藤井清和　・　学校教育課主幹　三浦　聡　・　学校教育課主幹　児玉	やこ　・　学校教育課課長補佐　日原友美　・　学校教育課課長補佐　	髙橋　修　・　学校教育課主任　山内善瑛　・　児童課課長　伊藤一幸	・　財政課課長補佐　寸田充紘

5. 開会

6. 教育長あいさつ

7. 自己紹介

8. 小学校再編委員会について
(1) 弥富市小学校再編委員会設置要綱について【資料１】

(2) 「弥富市小学校再編委員会検討部会設置要綱」及び
「小学校再編にかかる検討組織体系図」について【資料２】【資料３】

(3) 委員長・副委員長の選出について

9. 委員長あいさつ

10. これまでの小学校再編整備計画の流れ【プレゼン資料】

11. 協議事項
※「検討部会活動経過及び今後の見通しについて」参照【資料４】

(1) 学校運営部会【資料５】

(2) 教育計画部会

(3) 施設資料部会【資料６】【資料７】

(4) スクールバス部会【資料８】

(5) 地域学校協働部会

(6) その他
· 小学校再編に向けた進行計画について【資料９】

12. 意見交換

13. 連絡依頼事項

(1) 次回開催日程について
· 夏から秋ごろに行う予定（日程が決まり次第ご連絡します）

(2) その他

14. 閉会




･･････････○･･････････
5. 開会

○　学校教育課課長より　　皆さん、こんばんは。少し定刻を過ぎましたが、ただいまより再編委員会を始めさせていただきます。本日司会を務めます、学校教育課の藤井です。よろしくお願いいたします。本委員会は会議録作成のため録音をさせていただきますので、あらかじめご了承をお願いします。なお、会議録及び会議資料は教育委員会へ報告するとともに、市民への広報にも務めるものとしていますので、委員名簿についてもお名前、所属、役職は公開することとなりますので、そちらもご承知おきをお願いします。欠席連絡です。本日、大藤保育所役員の甲斐様から欠席のご連絡をいただいていますのでご報告します。本日の会議は定足数を満たしていることを申し添えます。会議に入る前に資料の確認を、事前にご自宅に郵送をさせていただいておりますが、お持ちでない方はいませんか。なお、本日、資料の一部、差し替えがあります。当日配布資料として机上に置いてある資料です。こちらは番号のミスプリがありましたので差し替えをさせていただきます。本日の会議は午後７時30分ごろを終了予定としております。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。では次第に基づき進行します。次第１。開会宣言を渡邊教育部長が申し上げます。
○　部長より　　皆さん、こんにちは。お仕事お疲れのところ、お忙しいところご参集いただきましてありがとうございます。本日は議事がたくさんありますが、ただいまより令和８年度第１回、弥富市小学校再編委員会を開催します。よろしくお願いいたします。

･･････････○･･････････

6. 教育長あいさつ

○　学校教育課課長より　　次第２．教育長あいさつ。高山教育長よりあいさつ申し上げます。
○　教育長より　　こんばんは。大変お忙しい中、ご参集いただきまして誠にありがとうございます。弥富市の子どもたちのために日頃は大変お世話になっていること、この場を借りて御礼申し上げます。年度初めということで会の代表の方にお集まりをいただきました。以前から参加してくださっている方もおみえですけど、多くの方が代わられていますので、若干これまでの経緯も含めてお話をさせていただきたいと思います。日本全体が少子高齢化とニュースなどでも聞くわけですが、本市も当然、例外ではありません。気心の知れた仲間同士でわいわいとしながら、その仲間で一生過ごせれば肩の力も抜けていいんだろうと思うんですが、現実はなかなかそうはいきません。やはり、中学校、高校、大学、会社、いろんなところで多くの人数の中で揉まれる、そういう時期が必ず子どもたちにはやってきます。その中で「ぼくはこう思うんだけど、あなたは」とその人の意見を聞く。その中で意見を交わしながら、この問題についてはどう進めばいいのかという答えを導いていく。そういった力が子どもたちには求められます。とりわけコロナ禍から、もっと前からあったかもわかりませんけど、やはり先行きが非常にわからない、不透明な、予測不能な時代だと言われています。その中で子どもたちがたくましく生きていくためには一定の人数の集団が必要になってくる。そんなふうに考え、弥富市では子どもたちに一定数の集団を保障しようということで、小学校の再編を進めてまいりました。市内には８つの小学校がありますが、大藤、栄南、十四山東部、十四山西部、この４つの小学校は全ての学年が１クラス。全校児童も100人を切っている学校がほとんどとなってまいりました。今後増える見込みもないという状況ですので、やはりこのままでは子どもたちのたくましい社会性を確保するのは非常に難しくなってくる。そんなことで今、再編を進めているところです。新しく委員になられた皆様に関してはそういった再編が進みかけているなかで、よつば小学校という名前はご承知していただいていると思いますが、何がどこまで、どのように進んでいるのかということを、こちらは伝えているつもりですが、まだまだ言葉が足りなかったり、そういった機会が少なかったりして伝わっていない部分もあって、本日の議事の内容についても初めて聞くということも多々あるかと思いますが、どうぞ遠慮なくお聞きいただいて、またそれぞれの所属している会、地区の会であったり、学校のPTAの会であったり、保育所の保護者の会であったり、そういったところへ帰られたときに、こういうところまで進んでいるんだよ、これからはこうやって進むそうだと、そんな橋渡しをしていただければこちらとしても助かります。本日は短い時間ではありますが有意義な会となりますことをご祈念申し上げ、あいさつとさせていただきます。

･･････････○･･････････

7. 自己紹介

○　学校教育課課長より　　次第３．自己紹介。本日ご出席の委員の皆様より自己紹介をお願いします。順番に大藤PTA会長からお願いします。役職とお名前を順番にお願いします。

＜　省　　略　＞

･･････････○･･････････

8. 小学校再編委員会について

○　学校教育課課長より　　続いて、次第４．小学校再編委員会について。（１）（２）を吉川次長より、（３）を部長より、説明をさせていただきます。
○　次長より　　資料１。弥富市小学校再編委員会の設置要綱です。内容については特に変更はありません。また、のちほどご覧いただければと思います。資料２。弥富市小学校再編検討部会設置要綱。これについても昨年度から継続となり変更ありません。資料３。組織体系図については下に枠がありますが、その中の部長、副部長、構成員に人事異動等もありましたので、それに伴って若干の変更があります。部会の内容、名称、その他、大きな組織については変更はありません。担当者が代わっているということになっています。
○　部長より　　今回は今年度最初の会ですので、会の始まりにあたり、委員長、副委員長の選任をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。委員長、副委員長の選出ですが、先ほどの資料１に要綱があります。この要綱の第４条第３項に「委員長は委員の互選により定めるもの」となっています。どなたかここで、委員長にご推薦をいただきますでしょうか。
○　大藤小学校長より　　弥富市校長会副会長の大藤小学校の櫻井です。委員長には伊藤将之様を推薦します。伊藤様は令和６年度、７年度、委員長を務められました。また委員長については再任を妨げないという条文もありますので、適任かと思います。
○　部長より　　ありがとうございました。今、ご推薦をいただきました。ただいまのご意見にご賛同いただける方、拍手でお願いしたいと思います。
（拍手多数）
○　部長より　　ありがとうございます。それでは伊藤将之様、委員長の席へご移動をお願いします。
次に要綱第４条第３項で副委員長については委員長が任命するとあります。委員長の伊藤様から任命をしてもらいたいと思います。よろしくお願いいたします。
○　委員長より　　ここで私から副委員長を任命させていただきます。副委員長は弥富市教育委員会、教育長職務代理者、阿部康治様にお願いしたいと思います。阿部様、よろしくお願いいたします。
○　部長より　　拍手をお願いします。席の移動をお願いします。ありがとうございました。皆様のご協力のもと、再編委員会の委員長と副委員長の選出ができました。では伊藤様、阿部様、よろしくお願いいたします。

･･････････○･･････････

9. 委員長あいさつ

○　部長より　　では次第、委員長あいさつとして、伊藤様からごあいさつをお願いします。
○　委員長より　　こんばんは。先ほど委員長に拝命いただきました、伊藤将之です。大変、緊張しております。一昨年より、栄南学区の区長会代表の枠としてこの委員会に参加させていただきまして、２年が経ち、これが３年目となります。なかなか当時からも新聞等でわちゃわちゃさせてしまったのですけど、やっぱりこれだけ大きな事業ですので皆さんのいろんなご意見を賜る場としてこの委員会があるわけですけども、今まで諸先輩方、過去の委員会の出席者の方の貴重なご意見、また今年、新しく参加される皆さんの貴重なご意見を融合して、よつば小学校を、子どもを含めて、保護者、地域の方が喜んでもらえるように素晴らしい学校にしていきたいと思っていますので、ご意見をお願いします。

･･････････○･･････････

10. これまでの小学校再編整備計画の流れ

○　学校教育課課長より　　次第６．これまでの小学校再編整備計画の流れについて説明させていただきます。モニター画面に映して説明をさせていただきます。準備のため少しお時間をお願いします。
○　委員長より　　委員長より一言、ご提案なのですが。この協議会、皆さんのいろんなご意見が飛び交う大事な会となっているのですが、各部会の説明をいただいて各部会の説明が終わってからいつも質疑応答をしていたのですが、それだとかなり時間が長くなってしまって、会議の後半は「子どもの送り迎えがあるので」という保護者さんもおられますので、一昨年の途中から形を変えまして、各部会が終わってから質疑応答ではなくて、各部会の説明を全部していただき、最後にまとめて質疑応答や意見交換等の時間をとりまして、皆さんがしっかりしゃべりやすい雰囲気の中、ご意見を出していただければと思いますので。例えば時間が長くなってしまって、子どもの送り迎えがあるんですけどとか、所用があり抜けますという際は、そのまま黙って退席されてもらって結構です。しっかり聞いていただきましてわからないことは質問していただいてもいいですし、時間がなくて質問できない方は後日、学校教育課に直接お問い合わせいただいても結構なので、よろしくお願いします。こういった形で進めさせていただいてもよろしいですか。
○　三浦主幹より　　画面、見えますでしょうか。事前に配布したプレゼン資料と同じものです。見やすい方でご覧ください。今年度第１回再編委員会で新しく委員になられました皆様に進捗状況を説明いたします。「よつば小の子どもたちの未来をつくる」と題しまして、弥富市小学校再編整備計画第３期についてご説明いたします。ご覧のような再編についての説明の目次です。私たちは新型コロナ感染症に代表される予測不能な社会をたくましく生きるために、これまでの知識に頼るのではなく生きる力が必要だということを知りました。そのためには多様な価値観をもった子どもが意見を出し合い、折り合いをつけながら解決策を生み出していくことが求められております。一定の集団規模が必要となります。こちらは４つの小規模小学校の学校の男女別人数を表にしたものです。再編対象の４つの小学校はどこも１学年１クラスの単学級で、さらに網掛けで色で示してある部分ですが、男女の偏りがある学年も複数あります。赤枠で示されているところのように異学年の子が同じ教室で学ぶ複式学級も当初は予想されていました。クラスの人数が少ないことは一人ひとりにきめ細かな指導ができる、学校中の先生が全学年の子を知っているという大きな強みがあります。実際に４つの小学校ではその強みを生かした教育活動を行っています。その一方で生きる力を身に付けるために必要な多くの人との関わりが十分にあるとは言えません。４校を１つにすることで男女の偏りもある程度解消され、多様な関わり合いが可能となり、万が一人間関係でトラブルが起きた場合にもクラス替え等で安全な環境や子どもたち同士の距離感を確保することもできます。規模を大きくすること、再編を進めていくことは子どもたちにとって大きな意味をもつと考えます。弥富市では今から13年前の平成25年度から会議やアンケート等を行ってきました。その後、令和５年２月に弥富市小中学校未来構想を、11月には小学校再編整備方針を策定して、今に至っています。そして現在、第３期に入っており、令和７年11月から校舎建築を開始しました。工事の進捗を再編４小学校のホームページをはじめ、今後も情報提供したり、時には実際に見ていただく機会を設けたりしたいと考えています。一方で通学路整備やよつば小学校で行う教育活動も検討しまして、ハード面、ソフト面の両方で魅力ある学校づくりを行っていきます。こちらの写真は令和７年度に開催した小学校再編委員会や保護者説明会、地域説明会の様子です。さまざまなお立場の方のご理解、ご協力を得ながら進めています。ここからは再編委員会の５部会の取り組みをお伝えします。資料３にも示してある５つの部会です。最初に学校運営部会についてです。こちらの部会ではよつば小学校の根幹を成すご覧の項目に加えまして、再編４小学校における閉校に係る式典関係についての検討と実務を進めています。よつば小学校の教育活動については、３本柱となります。１つ目は「命を大切にする」。２つ目は「一人一人に寄り添った教育」。３つ目は「地域とともに歩む学校」です。この柱の１つ目の「命を大切にする」教育の中心となるものの１つが、防災教育の充実です。過去に弥富市が経験しました伊勢湾台風の教訓を風化させることなく、防災意識の向上を図っていきたいと考えます。各学校では実際に地震や津波、風水害など、さまざまな自然災害を想定した避難訓練を実施しています。また学校内だけでなく、地域の皆さんや高校、中学校、保育所などの連携で実施をしています。子どもたちが自分の住んでいるところの災害リスクを十分理解したうえで、気づき、考え、行動できる、主体的な防災意識を高めていきたいと考えます。そして、自分の命はもちろん、周りの人と力を合わせて大切な命を守れる、自助・共助の意識を高めます。令和４年度より４小学校６年生を対象に交流活動の一環として合同防災キャンプを子どもたちは取り組んでいます。ご覧の写真はそのときの様子です。愛知県西部防災ボランティアコーディネーターネットワークの会、弥富市日赤奉仕団、海南病院DMAT、海部南部水道企業団、海部南部消防組合、中部電力パワーグリッド株式会社、防災課など、各種企業、団体、地域のご協力のもと体験的な活動として学んでいます。また令和６年度より愛知黎明高校の総務委員会の生徒の皆さんとも協働して、合同防災キャンプをさらに意義あるものにしています。よつば小学校でもこのような活動を継承していきたいと考えています。また違いを認め、関わりの力の向上を目指せるように自分の良さを発揮できる力、互いの違いを認め尊重する態度を育てたいと考えます。そのために関わりの力を高めるプログラムに取り組んでいきます。また交流活動についても計画的に進めていきます。今年度からは大きな変化として、大きな変化が苦手な特別支援学級の子どもたちとその保護者の方を対象とした交流活動もスタートする予定で考えています。３本柱の２つ目の柱は「一人ひとりに寄り添った教育」です。その中心となるものの１つがご覧のものです。これからの学校教育の目指すべき学びの姿勢としては子どもたち一人一人が自立した学習者として学び続けようとする姿が大切だと考えます。そのために学習者の視点に立った指導方法の工夫を軸にICT機器の効果的な活用の推進も図っていきます。また、きめ細かな支援体制についても引き続き配置できるようにしていきます。また協働的な学びの充実として多様な人との関わりの場を設定して、多面的に子どもの可能性の発見に務めていきます。３本柱の３つ目は「地域とともに歩む学校」です。その中心となるものがふるさと教育の推進です。よつば小は海部地区で一番学区が広い学校となります。そこでふるさとを愛する子どもの育成を目指し、ふるさと教育に重点を置いて進めていきたいと考えます。それぞれの地区の魅力の発見、魅力の発信を行い、弥富市の未来の担い手としてふるさとをよりよくしていこうという意識を子どもたちに高めていきたいと考えます。また学校と家庭、地域が一体となり、みんなの手で作っていく学校でありたいとも考えます。もちろんその中心にいるのは子どもたちです。仮の名前ですが、「よつば小学校見守り隊」「よつば小学校応援団」といった組織を示してありますが、地域支援体制の整備などを今後図っていこうと考えています。よつば小の校歌については、応募いただいたたくさんの歌詞、フレーズを基に、中学生がワークショップを行い、校歌制定委員会ではワーキンググループなどを経て、「１つ葉」から「４つ葉」までの、全部で４番までの歌詞が完成しました。それぞれの歌詞番のコンセプトや全体のテーマはご覧のとおりです。４番の歌詞にあたる「４つ葉」は卒業式などの特別な場面で歌うことを想定して作りました。このあとも資料の提案をさせていただきます。続きまして、よつば小学校の部会について説明します。日課を検討する中でこれまでの説明会の中では子どもたちの安全な下校を求める声が多く出されました。全学年の下校時刻を揃えられる日課を模索していきます。また授業時間を柔軟に設定できるような日課となること。さらには特色のある学びを、創造できる日課となるように目指していきます。よつば小学校の学校行事としては全学年で取り組む運動会は春開催を予定しています。修学旅行と野外活動は秋開催を考えています。修学旅行においては、この夏に委託業者の選定を行うことが決まっています。再編４小学校の閉校イベントにおいては、令和９年度に新旧実行委員会主体で開催をお願いし、閉校式においては令和10年３月の終業式の日に、教育委員会主体で開催予定です。続いて、教育計画部会について説明します。こちらの部会ではご覧のように交流会をはじめ、よつば小学校のソフト面についての構築を進めています。こちらは令和７年度に開催しました１年生から３年生までの交流会の様子と、その際の子どもたちの感想です。「いろんな友達ができた」「みんなで勉強をがんばろうと思う」「交流会も楽しみ」などの声が挙がっています。こちらは４年生から６年生の交流会の様子です。「実際に会ってみると相手のことが詳しくわかるのですごくいい会だと思いました」「中学校に行く不安がほぐれました」「中学校で一緒になるので楽しみです」との嬉しい感想をもらいました。よつば小学校開校の前年となる令和９年９月29日（水）、30日（木）、この両日で４小学校の５年生は知多半島にある美浜自然の家で、交流を兼ねた合同野外活動を行うことが決定しています。続いて、施設資料部会について説明いたします。こちらの部会では校舎建築、改築をはじめ、備品等についても調整し、よつば小学校のハード面の構築について進めています。こちらは、よつば小学校の平面図です。中央の北側にある青く示した既存校舎の南側の赤色で示したところが新築の３階建て校舎です。現在工事しています。この校舎の西側のプールを解体して駐車場として、スクールバスターミナルと一体的に利用する予定です。既存校舎の東側、４分の１を解体した場所と校庭の東側の一部を駐車場にします。そして東側駐車場の南側を花壇や畑などにする予定で考えています。また、浸水対策として新築校舎棟の嵩上げを、止水対策としては新築校舎棟の１階部分の職員室を守れるように止水板を設置します。次に、各階の教室配置についてです。こちらは１階の図面です。新築校舎の１階は職員室、保健室、特別支援学級の教室を予定しています。特別支援学級の教室は将来児童数が変わった場合にも図書室や大会議室にもできるような可動式の壁にする予定で進んでいます。既存校舎においては基本的には特別教室棟とする予定です。図書やパソコンを置き、調べ学習の拠点となる「しらべのはこ」という部屋。作文や図工作品を展示する「かざるのはこ」という部屋。子どもたち同士や共同で学習したり保護者や地域の皆様にもご活用いただける「つなぐのはこ」という部屋も予定しています。また見守り活動をしてくださる地域の方の部屋や４つの小学校の歴史を学ぶ郷土学習室も設ける予定です。新築校舎と既存校舎の間には昇降口を設けて、スクールバスを降りた児童が西側から、運動場へ出る際には東側へと出て行けるように、双方向から出入りできる広い開口部を設けています。こちらは２階の図面です。新築校舎の２階は１年生から３年生の教室を考えています。既存校舎の２階は理科室、音楽室、図工室などの特別教室を配置します。講義を用いた指導を行う教室や児童の更衣室も既存校舎に設ける予定です。こちらは３階の図面です。新築校舎の３階は４年生から６年生の教室となる予定です。こちらの校舎にはエレベーターを付けて、車いすのお子さんやけがをしたお子さん、また給食の配膳用ワゴンの上げ下げに活用します。また教室の北側にはマルチルームとして教室２つ分の広さの部屋を設けます。学年集会や発表会もできる部屋として考えています。またマルチルームは災害時の避難所としての活動を考えています。床をカーペットタイル敷きにする予定でもあります。こちらは既存校舎の外階段から避難できる場所ともなりまして、ここからさらに新築校舎の屋上へと避難できます。既存校舎から新築校舎へという避難です。こちらの全ての教室等を合計しますと、緊急時避難場所としては収容人数が3,500人まで収容できる予定となっています。こちらは工事の進捗状況をお伝えする写真です。令和７年10月16日の起工式から工事に係る保護者説明会、地域説明会を経て、工事が始まりました。令和７年度末まで主に基礎造り工事が行われました。さらにはこの５月は基礎作りのコンクリートの打設が行われています。工事の進捗に関しましては各学校ホームページをご覧いただきますと、常に最新の情報が公開されています。十四山西部小学校の校長先生のお力添えもあり、毎日確認していただきながら更新していただいています。ぜひご確認いただけますと幸いです。こちらは子どもたちが楽しみにしている遊具についての説明です。今後、「遊Goo！投票」という子どもたちの声を少しでも遊具に反映できるような取組を考えています。具体的にわかりましたら、また随時、再編委員会でもお伝えしたいと思っています。続いて新築校舎ですが令和９年３月に完成予定です。新築校舎が完成しましたら、十四山西部小学校の児童は新築校舎に移動することになります。その後、既存校舎の長寿命化改良工事及び一部解体工事を令和10年２月ごろまで行う予定です。バスターミナル、駐車場工事は、プールを令和９年４月から解体し、令和10年２月完成予定です。体育館改修及び空調整備工事においては令和９年７月から12月までの工事の予定です。給食調理室も児童数が増えますので、今のものよりも拡張工事を行います。工事期間は令和９年４月から８月までを予定しており、その間は一時的に、調理された給食を違う学校から運ぶこととなります。給食は確実に提供します。また必要に応じて地域の方々へも工事の工程等においても説明会を行う予定です。令和10年３月に全ての校舎が完成する予定をしています。詳しくはこのスライドの工期等もご確認いただきますとともに、こちらの表は見づらいですが、資料にも付けてありますので詳しくはこちらをご確認いただけると幸いです。備品については再編４小学校にある使える備品を有効活用していく予定です。ただし教室の児童用の机や椅子は新しく購入をします。続いて通学路スクールバス部会について説明いたします。本部会では、子どもたちの登下校について安全安心を第一にPTAの皆様や地区の皆様と一緒に進めていきます。こちらはスクールバスについてですが、マイクロバスを９台運行する予定です。それをピストンでと考えていますので、９台と後半８台、17台を運行する予定です。約260名弱の児童がスクールバスを利用する予定です。また、アプリを活用して乗ったときに保護者の方にもメールが届くようなシステムを導入し、安全安心な通学になるよう計画準備を進めています。昨年度末に実施しましたバス停や児童クラブの利用に係る意向調査も終了しました。このあとその結果もお伝えさせていただきます。こちらがよつば小学校の登下校についての考え方です。よつば小学校を中心に半径1.5キロメートルが青い円。原則、この円の内側に住まわれるお子さんが徒歩通学です。ただし、大藤小学校と栄南小学校については筏川を超えなくてはなりませんので、安全面から大藤小・栄南小においては全員がスクールバスの登下校と考えています。ご自宅からバス停までの距離については、低学年の子で10分から15分程度は歩いていただくことはやむを得ないと考えています。ご自宅から700から800メートル程度の距離を考えています。また今後もスクールバスにおいては部会を通じて、保護者の方のご意見もお聞きしながらよりよいものを構築していきたいと思っています。こちらが大藤小学校区を中心としたバス停候補地を表しています。昨年度、保護者の方のご意見により、一部バス停が増えています。こちらは栄南小学校区のバス停候補地です。こちらは「喫茶みつ」のところから「狐地公民館」へ移設しています。こちらは十四山東部小学校区のバス停候補地です。こちらもPTAの皆様のご意見をいただきまして、「ハナイ弥富工場」様のバス停、「十四山東部小学校北側」、「海部建設押萩寮前」のバス停が新たに設置されました。「四郎兵衛公民館」も追加されています。こちらは十四山西部小学校のバス停です。こちらは２つのバス停を予定しています。こちらは昨年度の４小学校のPTAの皆様のお力をお借りしまして、４小学校区それぞれに通学環境に係る危険個所を調べていただきました。その集約がこちらの地図です。大変ありがたかったです。こちらはご覧の右側の書類が地区の区長様や区長補助員様のお力もお借りしながら、地域の保護者の皆様、地域の皆様の手で、今後、市役所の土木課、都市整備課、県や警察署等の関係機関にも安全に危険個所をしてほしいという、道路の申請の書類です。皆さんのご協力に感謝です。最後ですが地域学校協働部会について説明いたします。こちらは現在子どもたちの学校を支えていただいているPTA活動の見直しと、そのPTAを加えた地域学校協働活動について話し合いを進めていただいています。こちらの図は、よつば小学校が地域と連携する形を表したものです。学校は子どもたちが使う場であるとともに地域のものであることから、地域の方の参画を得ながら地域に根差したよつば小学校にするために、この地域学校協働活動を展開していきたいと考えています。昨年度、本部会ではよつば小学校PTA規約を作り上げました。PTA会長、PTA役員の方にもご出席いただきました。ありがとうございます。その中でよつば小学校のPTA会則の理念としまして、ご覧の内容が検討されました。かつてはPTA活動の１つとして行われていた登下校の見守り活動も、昨今においては地域のスクールガードさんや、見守り隊の方に助けていただいている学校も増えています。そういう方々も地域協働活動の一員としまして、組織づくりをしていきたいと考えています。また学校外だけでなく、地域の方の校内の見守り体制も考えていきたいと考えています。さらには学習活動における地域の方のサポートも得られるようにしていきたいと考えています。まさに地域に支えられ、地域に愛されるよつば小学校を具体的に考えていきます。これが地域学校協働部会です。このあとの資料は小中学校再編に伴う跡地利用についての説明となりますが、その資料は各委員の皆様でご確認いただけるとありがたく思います。最後ですが出張説明会を今年度も開催していきます。５名以上の方が集まるところであれば我々学校教育課が伺いますので、ぜひお気軽にご連絡いただけると助かります。昨年度は大藤小や十四山東部小のPTA役員会や総会等にも参加させていただきました。呼んでいただければ嬉しいですのでぜひお願いします。長い説明で申し訳ありませんでした。以上で再編に関わるこれまでの進捗、今後の見通しをお伝えしました。
○　学校教育課課長より　　今のプレゼンを見ていただきまして、再編計画について皆様、ご理解を深めていただけたのではないかと思っています。
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11. 協議事項

○　学校教育課課長より　　ではさまざまな部会について協議事項について移ります。次第７。お願いします。ここからの進行については伊藤委員長でお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。
○　委員長より　　次第７（１）学校運営部会について。事務局より提案をお願いします。
○　次長より　　資料４。黄色の紙をご覧ください。学校運営部会のこれまでですが、昨年度は１年間をかけてよつば小学校の校歌の歌詞が出来上がりました。資料５にあります。今、この校歌の歌詞を弥富ウインドアンサンブルにお渡しをし、作曲をしていただいている過程です。作曲の都合で若干の言葉の変更があるかもしれませんが、基本的にこのような歌詞が出来上がりました。この校歌の歌詞の制定に関わってくださる方、本当にありがとうございます。２点目ですが、学校経営案があります。どの学校にもあるものですが、大切な学校運営の指針をまとめるものです。これを弥富市教職員会という教職員でできている会の専門性に基づいてそれぞれの項目について計画を作ってくださいと依頼をしてあります。今年度、１年間ではないですが、その草案が出来上がっていく予定です。それがこれまでの経過報告です。今後は実は６月２日（火）に第１回学校運営部会を行います。今回のこの再編委員会にはそれぞれの資料をまだお出しすることができないことをご了承ください。手元にはそれぞれの原案があります。それを６月２日の学校運営部会以降の部会で検討を重ね、次回の再編委員会にはいくつかお示しできたらと思っています。よつば小学校の教育目標。すてきな教育目標を作ります。そして経営方針について。これは先ほど申し上げた学校経営案の頭の部分になります。学校運営の根幹を成すものになりますので、非常に大切なものになりますが、これについて６月２日から協議を始めます。またよつば小学校の校章。校章は先ほどの経営案もそうですし、校舎にも掲げられます。校旗も作っていかないといけません。学校のいたるところに校章が掲げられることになります。そのデザインについても検討を進めていきます。現在、さまざまなパターン、実際には34パターン案ができていますが、基本的なことだけ申し上げると、四つ葉をモチーフにした校章をデザインに進めています。というのは、旧のいわゆる弥富町の学校については、みんな桜をモチーフにしています。その中に桜小、弥生小と文字が入っていますが、今回のよつば小、すてきな名前ですので四つ葉をモチーフにした校章をデザインしています。そこからどのような方法で校章を選んでいくのか、作っていくのか、これについて検討を重ねていきます。また、先ほどもありましたがよつば小学校の新しい日課を検討していきます。どうしてもスクールバスの運行の関係上、子どもたちの安全を確保するために、基本的には全学年の下校時刻を整えていくことが必要になっていくであろうということで、新しい日課を検討していきます。とても難しいことですが、併せてカリキュラムマネジメントというのですが、教育課程をどのようにしていくかということも含めて検討していきます。閉校イベントが来年度行われていくのですが、それについても検討、あるいは各校との情報交換も重ねていきます。また細かく、修学旅行の業者をどうするのか、アルバムをどこの業者にお願いするのかなどを、６月２日を皮切りに協議を進めていきます。先ほど閉校イベントと申し上げましたが、これまでの再編委員会では取り扱っていませんでしたが、少しずつ進め始めています。まだ始まったばかりですし、令和９年度に行われるものです。これからここにいらっしゃる皆様にも閉校イベントを開催するにあたり、たくさん意見を出していただきたいし、ぜひ主体的にご参加いただけたらなという願いももっています。ここで４小学校の校長先生に今日はご参加いただいておりますので、まだまだだとは思いますが、現状について一言ずつ教えていただければと思いますので、よろしくお願いします。
○　出席者より　　４校のトップバッターということで、大藤小の櫻井です。先ほど、次長がおっしゃったように皆さんが主体的に皆さんに参加していただきたいということなので、閉校イベント。小学校の閉校イベントは単に学校がなくなるから何かやりましょうじゃない、行けなくなるからやるんだということではなく、そこに関わった全ての人々の心に区切りをつけ、未来につなげるための極めて重要な役割を持っていると思います。目的としましては４つほどに集約できると思います。１つ目は、感謝と心の区切りですね。喪失感のケアをすると、長年地域や子どもたちを見守り続けてきた学校舎や歴史に対して、全員で感謝を伝えるためです。学校の閉校は卒業生や地域の住民にとって心の拠り所を失うような寂しさを伴うと言われます。イベントという節目を持ってみんなで思い出を語り合うことで寂しさを共有し、前を向くための心の区切りをつけるという大切な役割があります。２つ目については、地域コミュニティの絆の再確認と次の地位。小学校は地域の避難所であり、今はないところも増えていますが、お祭りや盆踊りの会場になる。住民が集まるコミュニティの核です。閉校によってその核が失われる前に住民、保護者、卒業生、そして関係者が一堂に会することで学校が無くなっても私たちの地域のつながりはなくならないという絆を再確認する目的があります。さらには、この閉校イベント自体が新たな未来への思い出となることでしょう。３つ目ですが、子どもたちの未来への不安の解消。他校との再編成による閉校で、在校生や保護者の方々には新しい学校に馴染めるだろうかという大きな不安を抱えていることもあるでしょう。閉校イベントを通じて、自分たちがそれぞれの４校の学校で学んだ誇りを胸に抱き、次のステージもがんばろうというポジティブな気持ちで一歩を踏み出せるように背中を押すことが教育的な観点から非常に重要です。４つ目ですが、歴史の継承と記憶の記録。学校が紡いできた数十年、ときには百年以上。ちなみに大藤小学校は117年目の年です。歴史や伝統、地域の歩みを風化させないための機会です。さまざまなイベントを行うことで、学校の記憶を思い起こし後世に残すという目的があります。このイベントがなければ振り返ることもなく、終わることもあるかもしれませんが、新たな地元愛が生まれるかもしれません。先日ご縁がありまして、女子バレーボール、モントリオールオリンピック元日本代表、飯田高子さんが、本校が、飯田高子さんの言い方だと廃校ということで、レストラン木曽岬で行われる同窓会にせっかくだから参加しようかなと。今までは不参加だったんですね。遠いところに住んでいるから。その参加することになった理由は廃校されると。自分の健康を考えると一度母校に戻って関わっていきたいということでした。そしてその後、交流会をしてくださったのも、またこの１つの節目からのご縁だとありがたいと思いました。まとめますと、これまでの歴史に感謝し、地域の大人と子どもが新しい未来へ進むための出発式だと言えます。これらの意味深いことを市から予算をいただき行うことができます。ただそこにお客さんとして参加するのではなく、イベント、企画、運営する地元の人たちが必要です。そのためにはチームづくりが必要です。大藤小学校の現状としてはそのためのチーム、先ほど説明がありました地域の実行委員会の組織づくりをしようとしているところです。まずは閉校イベントの意義を知っていただいて、どのようにするのか。次に地域実行委員会のメンバーをどうしていただくか、から始まるという状況です。これは４校、今、同じような状況です。そこで、きょうお集まりの方々にもイベントのお客様ではなく、積極的にこのイベントを実行するほうでたくさん参加していただけるとありがたいと思います。それによって３代、４代に渡っての、そして同じ地域の方々との共通の思い出ができるのではないかと考えます。メンバーの候補者としては歴代の区長、また歴代のPTA会長をはじめ役員の方々、歴代の校長、歴代の教頭、歴代の民生委員や歴代の保育所の人や関わった人。そして、歴代の地元愛のある方。いろんな立場の方がみえると思いますが。そして、お祭り好きの方々になっていくのでしょうか。いずれにしても未来に向かって楽しい仲間づくりができると、よつばになってからもその輪が、４つの輪が１つに重なりながらより活力になる地元の力になっていくんじゃないかなと思っています。今、願いについては語りましたが、実際の活動にあたってはここにみえる方々にお声がけをしていくことになると思いますのでよろしくお願いします。また実行委員長に興味のある方がこの中におみえでしたら私たちにお声がけしていただければ地域実行委員会ではありますが、核になれるところですので、一緒に歩んでいけたらと考えています。私からの報告は以上です。
○　出席者より　　栄南小学校です。まだ全然スタートしている状態ではありません。これから地域の方にお声がけさせていただいて、その地域の方にさらにお力を添えていただける方に集まっていただいてと考えています。栄南小学校の名前の由来を確認しますと、南の地区で栄えることを願っている。栄南小学校の３番目に名四国道が通った。この国道が通ったことでさらに栄える地域であってほしい。地域の願いが入った学校でした。そのことに関しては学校を卒業された多くの先輩方の思いが最後のイベントで分かち合えるようなものになればと思っています。ぜひご協力をいただければと思います。
○　出席者より　　十四山東部小学校です。本校は先ほどありましたように、メンバー公募ということで、今のところ、歴代のPTA会長、歴代のPTAの方々が動いていただいておりまして、今月末、５月30日から18時からですが本校の体育館で閉校イベントの住民説明会を開催するご案内を出しております。それにご賛同いただいた方に集まっていただいてどうでしたかとまずは意見等をお伺いして、閉校イベントを開催の主旨や意義を共有させていただいてから今後どういってやっていこうということで、その会を持って実行委員会を立ち上げるようにもっていきたいと考えているところです。その場ではいろんな意見が出ると思いますし、本当にざっくばらんに意見交換ができればいいかなということで、まだどれほどの方が集まって具体的に動くかというのは、30日に開いてみないとわからないのですが、まず一歩を動かすということで考えています。
○　出席者より　　十四山西部小学校です。本校に関してはまだまだ動き始めたばかりということで実際に実行委員を務めていただける方、実行委員長として認められる、もしくは立候補していただける方を選定中です。ただ本校につきましては他の３校に比べると、学校自体は形は変わりますけども残るという点でちょっとどうなのかという点はあるのですが、ただ歴代続いてきた名前がなくなるという喪失感は否めませんので、自分が今考えているのは、今の子どもとこれまでの卒業された方、そして応援をされている地域の方。一体となったイベントができるといいかなと考えています。皆様のご協力をよろしくお願いします。
○　次長より　　これから始まるということですので、ぜひそれぞれの校区におきましてさまざまなアイデアやご協力をいただけたらと思います。よろしくお願いします。市としても予算を考えていきますのでよろしくお願いします。校歌についてはここにあるとおりです。前回の委員会でもお話をしておりますが、８年度中に練習を経て、９年６月に発表できるように考えております。学校経営案の中身については裏面になりますが、１から６までの流れに沿って完成をさせたいと思っています。よつば小学校未来の学校ですので、未来の学校の学校経営案を、例えば新しい学習指導要領というのが世間で言われておりますが、そういったものを見越した新しい学校づくりの学校経営案を作ることで、よつば小学校ではない学校の学校経営案を見直す契機にしていきたいと考えています。とにもかくにも今年度はよつば小学校の教育目標を校長先生方と作っていきますので、またご報告させていただきます。
○　委員長より　　（２）教育計画部会について。
○　三浦主幹より　　黄色の紙、資料４、１枚目の裏の真ん中をご覧ください。本部会ではこれまで２回の会が開かれました。４月10日に第１回を栄南小学校で。４月24日（金）は、特別支援学級交流会の事前打ち合わせ会を十四山西部小学校で行いました。今後の見通しについては、第３回教育計画部会を７月上中旬頃に栄南小で行う予定です。交流活動においては１年生から６年生プラス特別支援学級において記載のある日程で行います。１年生がトップバッターで６月19日（金）に行う予定です。７月７日(火)には特別支援学級の全学年だけでなく、保護者の方にもこの交流の場にご参加いただけたらとの思いでおります。５年生のわくわく交流会、十東小とありますが、西部小学校の間違いです。訂正をお願いします。１年生から５年生、特別支援学級、全て十四山西部小学校で行います。交流会のあと、工事の進捗具合を子どもたちにも見ていただきたいと思っています。そのために十西小での開催となっています。その他のところでは７月22日（水）によつば小学校の修学旅行業者選定委員会、プロポーザルを市役所で行う予定です。教育計画部会で今お伝えできるのは以上です。
○　委員長より　　（３）施設資料部会について。
○　学校教育課課長補佐より　　これまでの経過として、今年度は５月15日（金）に第１回の施設資料部会を開催しました。内容としては新しい学校の備品計画としては既存の４小学校の備品を有効活用ということがありますので、４小学校の備品台帳の整備や活用スケジュール、こちらは実際に現地を確認してどういった備品が使えるか、そういったことを確認していく作業ですが、この活用スケジュール等の協議を行いました。そのあとで５月20日（水）、22日（金）、４小学校の養護教諭による保健室の備品。こちらは施設資料部会の市教委のメンバーも立ち会い確認を行いました。ほかの教科についても４小学校の校務主任の先生方や各教科担当の先生方にご協力をいただきまして、夏休み前までにはこのような現物確認を行う予定をしています。続いて今後の見通しですが、よつば小学校の建設について今現在、増築する棟については工事を行っていますが令和８年度末までには増築棟の工事を終える予定となっています。夏休み期間中に既存校舎の一部を改修とありますが、現在十四山西部小学校の校舎の一部の改修工事、理科室等ですが、ほかには現在の校長室、図工室がありますが、こちらも一部の改修工事を夏休みから開始することになっています。３点目はプールの水泳指導ですが、よつば小学校建設当初は十四山西部小学校のプールを改修する予定をしておりましたが、民間業者に事業を委託するとし、今年度から利用を始めるのですが、それに伴いまして、こちらの施設資料部会の資料６ー１から６ー２ですが、十四山西部小学校のプールを、よつば小学校開校までに解体し保護者駐車場にするとともに、バスターミナルと一体利用となって、児童の昇降の利便性を図るという計画です。６－１はイメージ図。６－２は平面図。平面図は左側の赤い部分、新しく計画している駐車場です。それに伴いましてこれまで駐車場として整地予定でした、東側の部分、校舎の南側の部分については、一部は児童菜園等に活用する計画をしています。資料７については再編工事の全体的な予定表です。上が我々学校教育課関係のスケジュール。下が校務関係のスケジュールです。続いて、４小学校の360度カメラの撮影ですが、こちらは十四山中学校でも行っていました校舎の中を360度カメラで撮影してホームページにあげることも考えています。十四山西部小学校についてはすでに令和７年度に設定済みなんですが、ほかの３小学校については６月６日（土）大藤小学校、６月14日に十四山東部小学校、６月20日に栄南小学校で360度カメラの撮影をする予定です。
○　委員長より　　続いて（４）通学路のスクールバス部会について。
○　三浦主幹より　　資料４、黄色い紙の２枚目をご覧ください。これまでの経過報告としては、部会はまだ今年度開催はしていません。ただ５月12日（火）に４小学校区危険箇所に係る土木課及び都市整備課との打ち合わせ会を学校教育課で行いました。昨年度末に出していただいた申請箇所を改めて確認するとともに、今後、県や警察署等にお願いをしていくうえでの作戦を練りました。少しでも、１つでも実現できるといいなと思っています。スクールバスの進捗については、年度末の３月16日から５月17日までよつば小学校開校時における児童クラブの利用、下校時のスクールバス利用についての意向調査を行わせていただきました。その調査結果として資料８－１をご覧ください。バス停が載っているカラーの地図です。こちらはバス停の名前が書いてある隅に赤色で数字が書いてあります。この数字はこのバス停を利用するであろう見込みの児童数です。今回の意向調査では回答率は88％でした。326名中、約290名の皆様にご回答いただきました。こちらに記載のあるバス停は全て最低１人以上は利用される見込みです。また今後、転出入等でこの数字は随時変わってきますが、ひとまずこれを目標に今後、バス会社と運行管理の面においてのバスの契約の大事な資料として使わせていただきます。８－２、裏面の資料。こちらは児童クラブの利用についての調査結果です。下校時のバス経路を考えるうえでもありがたい資料となっています。１の表枠をご覧ください。今のところ、大藤、栄南、十四山西部児童クラブの利用者数で、32名が大藤、10名が栄南、十四山西部が49名が今のところ利用したいと考えています。ただし現時点ではわからない、もしくは未回答という方は118名おられますので、今後未定ですが、こんな形になっています。平日、土曜等の利用の形態ですが、こちらも表をご覧ください。今のところこのようになっています。２番目のところですが、令和10年度、各児童クラブの該当居住区別利用予定者数としてほとんどの方がお住まいの地域の児童クラブの利用を考えていますが、大藤小学区にお住まいの方においては３名が十四山西部児童クラブを利用したいという回答が得られています。年度末の再編委員会においても、きょうおみえの児童課長さんからもこの３つの中から選択してもよいという話をいただいていますので、こちらも今後確認できるとバスの下校時について、より計画ができると思います。３番ですが児童クラブの学区別の利用者数です。ご確認ください。資料４、今後の見通しについて。今後の部会は７月を予定しています。会場は十四山東部小学校です。この部会においてはPTAの保護者の方、１名は最低出ていただくというお願いの部会ですのでご協力をお願いしたいと思っています。さらに、徒歩通学路の通学路検討会も十四山東部小学校、西部小学校のPTAの皆さんとともに相談させていただきながら作っていきたいというのが今年度の大きな目標です。ご協力をお願いいたします。また今後バスの計画等ができましたらより具体的な登下校の数も出せるかと思います。もうしばらくお待ちください。
○　委員長より　　続いて（５）地域学校協働部会について。
○　次長より　　部会としては最後です。昨年度はこの部会でPTAの再編を主眼に進めてきました。何ができたかというと、よつば小学校PTAの業務委任契約、よつば小学校PTAの規約、その規約に付随する個人情報の取扱規則、４つ目に会計規則ができあがりました。今年度いよいよ、地域とともにある学校、学校を核にした地域コミュニティの活性化を目指していきます。そのためにまず行ったのが、再編対象４小学校それぞれの地域との協働の実態について調査をしました。この資料４の中の調査１から６までの項目について各小学校で聞かせていただきました。これによって課題を整理して、よつば小学校の教育活動に活かすことのできる人的や物的な教育資料等をしようとしています。地域とともにある学校をつくっていくために今後どうするか。最後のところ、今後の見通しのところです。６月23日に第１回地域学校協働部会を行い、よつば小学校に学校運営協議会、コミュニティスクールという言葉を聞かれたことがあるかもしれませんが、いわゆる学校運営協議会を設置した学校ということです。よつば小学校コミュニティスクールとして、そこの中に地域学校協働本部を導入します。それには地域学校協働活動推進委員という人を置き、地域から学校といかにして協働して地域とともにある学校をつくっていくか。そして開かれた教育活動をつくっていくか。学校支援活動をどうしていくか。子どもたちの見守り活動をどうしていくかということについて、地域の皆さんと学校を作っていくということを進めていきます。これには国の補助金等も関わってくることですので、またそれぞれの地域で進めていきたいと思っています。地域学校協働活動推進委員というのはそのような活動をコーディネートする人材です。人選もしながらコミュニティスクールを目指していきたいと思っています。またPTAに戻りますが、先ほど４つのものを作ったと言いました。慶弔規定はPTAにもあると思いますが、その慶弔規定については次世代の学校ですので、現在の価値観に合った慶弔規定を作っていきたいので、これは弥富市の市のPTA連絡協議会にもお願いをして、ほかの学校にも開示するような新しい慶弔規定を作っていきたいなと考えています。またPTAについてはよつば小学校のPTAについて、その理念を周知していただかなくてはいけないので、ハンドブックもしくはリーフレット、分かりやすい形で伝える。そういう媒体を作成しています。９年４月には周知、承認を得て、いよいよ役員の選定にも入っていきたいと思います。まとめて今年度は地域学校協働活動をよつば小としていくための協議を進めていきます。次回の委員会ではその議題についてお伝えできるかと思います。
○　委員長より　　続いて（６）その他についてお願いします。
○　学校教育課課長より　　資料９。小学校再編に向けた進行計画表です。先ほどそれぞれの部会ごとで説明をさせていただきましたが、その進行計画として落とし込んだものです。それぞれの部会で検討等行う方法についてスケジュールが示されています。赤字の部分は令和８年３月に開催しました時点からの変更箇所です。文字が細かくて見づらいですが、ご覧いただいて何かあれば教えていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。
○　委員長より　　では、それぞれの各部会の提案、報告についてご質問等あればお願いします。まず１発目は、ぼくから言っていいですか。質問ですが、スクールバスのアプリについて簡単な説明が、あれはどんな形を考えていますか。
○　三浦主幹より　　子どもたちにQRコードの小さい、名札サイズくらいのものを、ケースに入れて、乗るときにピッとすると保護者の皆様のスマホに、何時何分、どこのバス停で乗りましたという情報が行き、学校について降りたら、またピッと、バスに置くのか学校の入口に置くのかはこれから検討していきます。それをピッとやれば降りましたと、確実に学校に着きましたという情報が、保護者の皆様に届くという形を考えています。また今、どの位置にバスが走っているというのもわかるようにGPS等の機能の話し合いもしています。候補となる業者さん複数と、いつ乗ったか、どこをバスが走っているのかという情報も保護者の皆様がわかるように検討をしています。
○　委員長より　　ICカードで、市バスみたいにピッと乗れて、そのまま降りるときもピッとやるような感じで？
○　三浦主幹より　　ランドセルとか、そういったところに引っかけて伸びるような感じがいいのかなと考えています。バス等にQRコードの読み取り機を搭載する予定で考えています。
○　委員長より　　今の話だと、木曽岬町がやっているタイプに似ているなと思ったんですけど。たまたま木曽岬のスクールバスの委員会の人と話をしていて、そこもIC化にするらしいんですよ。このまえ聞いたのが、鞄に付けるタイプだと思うんですけど、バスがあって、アプリを起動して、鞄がこうやってアプリのところで移動していって、バスルートから離れていく。親が見ていたらすごい勢いで子どもの自分の位置が動いていって全然家の方向と違う方向と走っていっているので親がびっくりして、誘拐にあったんじゃないかと思ってアプリを追っていったんですよ。お母さんが、義理のお父さんがパチンコに行っていたって話だったんですけど。これ笑い話じゃなくて、たまたま帰り道で子どもを見つけて、「鞄持って行ったるわ」って言って、「じゃ、じいちゃん、おれ友達ん家に遊びに行くわ」って、「おお、わかった」って言って、鞄だけ乗せて、おじいさんはパチンコを打ちに行った。お母さんはそれを知らんからそれを見て追いかけていったという。どうしても、iPhoneのスマートタブとかでもそうですけど、どこに付けるかとか、身に着けるのか、鞄に付けるのかで、そういった情報が分かりにくい部分があるので。そういったものがアプリでどのように改善というか、対応というがあるのかなと。どんなアプリになるのかな。スマホだと何かを付けるんですよね。GPSとか。
○　三浦主幹より　　そのGPSを付けるとしたら、バスに付ける形で、子どもたちには付かない形です。なので、子どもたちはQRコードを印刷した紙ですので仮に無くしてもQRコードをまた印刷すれば使えます。ICカードにすると、ちょっと予算が高くなるのと、無くしてしまったときの対応がすぐにできないことがありまして、QRコードの方が使い勝手がよいのかなと教育委員会としては考えています。
○　委員長より　　バスを降りたか乗ったかみたいな、そこが分かるだけで、今の、自分の子どもが、例えば下車したあとからどこを歩いているかは分かるわけではない。
○　三浦主幹より　　そうですね。そこは保護者の皆様にはバスの出発時刻にゆとりをもって間に合うように送り出していただくというのは、どうしてもお力添えをいただかないといけないかなと。
○　委員長より　　ほかの方。どうぞ。
○　出席者より　　保護者が普通にランドセルにGPSみたいなのを付けるのは別にそれはそれでOKって感じですか。各自で。
○　三浦主幹より　　そうですね。“見守る君”のような。小学校ではそこはご家庭のご判断になると思います。ですので、学校のルールというよりはご家庭で持っているお子さんもいるとは思いますので、そこまでだめですとかいうのはないですね。ただ高価なものですのでなくなさいようには、ご家庭でお声がけいただければいいかなと思います。
○　委員長より　　ほかには。
○　出席者より　　スクールバスの運転手の方は市の職員がされるのか、新たに募集されるのか。スクールバスの中には大人は運転手の方しかいないのか、誰か先生がいるか、補助の方がいるのか。もし運転手に何かあったとき、例えば意識がなくなったときとかに子どもたちだけだとどうしていいのかわからないので、ほかに１人いるのかどうか。もし決まっていたら教えてほしい。
○　三浦主幹より　　運転手は市の職員ではありません。委託をしてバス会社から入っていただける方に運転手をお願いします。運転手の健康においては、最新の注意やチェックもしていただいたうえで運転していただきます。今当たっている業者も、そこは最善の策を練って動いていただけると聞いています。添乗員については、今のところ考えてはいません。運転手には、今このバス停では誰が乗りますというタブレットを運転手の横くらいにつけてもらって、そこで確認をしてもらうことはお願いをする予定ですが、添乗員までは、予算を言ってしまうといけないのですが、そういう事情からも、地域学校協働本部という話も出ましたが、今後はそちらの組織づくりの中で一緒に乗っていただける方が出れば、それも考えていく引き出しの１つだと思います。ただし全てのバスに誰かが乗ってもらえるかというところは、地域や保護者の皆様のご協力によるものなので、確実にできるかというと、まだなんとも言えないです。
○　委員長より　　ほかに。
○　出席者より　　私は幼稚園の先生をやっていたのですが、バスの運転手と自分が付いて、それで子どもを迎えに行くこと。人数の確認と、保護者の顔と子どもの顔と全部合わせて確認して園に届ける。そして、また届けるということがあって、今、予算という話があったのですが、可能であれば一度、保護者の方にアンケート形式で、添乗員を付けることについてお金を募るというのでしょうか。月謝でもいいんでしょうけど。そういったことを実施してみるのはどうかと思います。
○　三浦主幹より　　ありがとうございます。いろいろなお立場の方のお力をお借りできるのが、このよつば小学校のコンセプトでもあるのかと思いますので、今、教えていただいたように、そういったアイデアも参考にしていきます。ありがとうございます。
○　委員長より　　会の途中ですけど、７時半を過ぎているので、もしこのあと用事等あれば、そのまま退席されても大丈夫です。ほかに何かご意見があれば。ぼくいいですか。乗っかる形で申し訳ないですが、さっきの添乗員の話で、小学生とは言え高学年になっている子もいれば小さい子もいて、業者に委託するわけじゃないですか、実際には子どもが乗りました。シートベルトしたよって確認して行くと思うんですけど、おそらくちゃんと外せると思うんですよ。５年生、６年生だったらそういうことしないと思うんですけど、１年生、２年生は遊びたいとか、５年生、６年生も同じことをして外してわちゃわちゃしたり。暗い話はしたくないんですけど、ぼくも実際あったんですけど、小さいときバスで、幼稚園や小学校の遠足で、栄南小と大藤小が大きいバスに乗って行ったんですけど、どうしてもいじめとか、殴り合いとかあって、そういったときに運転手が気づいてキューと停めて、実際、仲裁に入るというのも含まれているのでしょうか。職務上として。
○　三浦主幹より　　そういった話も業者と打ち合わせではいろいろとしたのですが、基本は運転に専念していただくことが、一番安全ということで各業者とは話をしました。たくさんの仕事を運転手に要求する分、リスクは出てくると思いますので、そこは乗った、乗らないというのは停車中に確認できることなので、そこは最低限していただいてですが、運転中の指導という、運転手による子どもたちへの声掛けというのは現実的ではないのかなと思います。その代わりにスクールバスや通学団指導を学校でもしっかりと要所、要所で行っていく必要があります。そこからいじめにつながるというのはあってはいけないことですし、乗り方のマナー等も早い段階でまずは確認していきたいと思っています。その観点においても運転手じゃないところで、できるところを探していく必要があると思っています。
○　委員長より　　通学団長みたいなものじゃないですか。このバス、この時間帯はこの人が団長さんみたいな感じで小さい子のシートベルトを確認したり、暴れたらいかんよとやれるのか、大人が入ったほうがいいのかなと。難しいところだと思うけど。
○　三浦主幹より　　それが子どもたち同士で声が掛け合えたり、確認し合えたり、子どもたちに責任を置くわけではないのですが、そういったつながりのあるところも、日常の指導でも、日常の教育の中で子どもたちが育ってくれたらいいなと思いますが、スタートが肝心なのでそこは現４小学校の先生方のお力も借りながら、スクールバスに乗る際の注意点等も教育を行ったうえでの、よつば小開校となったらいいなと思っています。そういった試走も９年度には保護者の方を含めて、その方法等もシミュレーションを行いたいと考えていますし、そこの場でもいろいろなご意見をいただければより改善できるかなと思いますので、そういったお気づきの点を今後も教えていただけるとありがたいです。
○　出席者より　　委員長の話にまた乗っかると、これイベントで見ると保護者の意見としてはこういう意見というのはたぶんまとまっていると思うんですよ。逆に校長先生方に。校長先生たちが先生としての意見というのも、たぶん保護者の皆さんが聞いたいのが、１点だけ保護者の皆さんに説明されるときにも、逆に我々がそうだよと説明できるものがあると歩み寄れるのかなと。もっと言えば皆様方の違った目線。本当にディベートというのが、今一番、先に優先すべき内容かなと思いました。運動会からも。
○　委員長より　　追加で、２個だけ。直接よつば小に関係ないんですけど。１つ、「遊Goo！」ということで子どもたちに何が欲しいと聞くのはいいと思うんですけど、よつば小とは直接関係ないけど、今現状４小学校って令和10年３月に廃校するわけじゃないですか。定期点検によって「その遊具だめですよ」とシール貼られてずっと使えてない遊具が今までもあったと思うんですよ。予算の関係もあるので、全部が全部すぐには直せないかもしれないんですけど。栄南小を見ていても１年以上使えてない遊具があったりとか。予算だと思うんですけど、なるべく長く使っている小学校なのでいろんな施設が、安全性に関わるものが最優先されると思うんで、遊びはしょうがないとは思うんですけど、ただ遊具が１年以上使えていないのは使えないものばっかりという現状が過去にあった。もしくは、ほかの小学校もあるかはわからないんですけど、なるべくそこは少しできたら、今まだ通っている子たちも遊びたい遊具もあるだろうと思いますので、そこもちょっと予算いただけたら嬉しいなと要望です。あともう１個。ちょっとぼくもきょうびっくりしたんですけど、閉校イベントについて。この協議会で各校長先生が意見を出すということは、ぼくは正直びっくりしていて、弥富市内で言うと十四山中学校が閉校イベントをやられましたよね。すごい立派なものをやってもらってすごいなと思ったんですけど。小学校区ですと十西と十東と学区が合わさったという感じだと思うんですけど。このときの委員長さんと仲良くて、当時の話をよく聞いていて、けっこうなエネルギー、そして人出、お金もいる中で、みんなしっかりやってあげたいという気持ちの中でやるんですけど、この時期に、校長先生たちが立ち上げも何も今からやっていきますって発言することが、現場の校長先生が主体性を投げられちゃっているというか。先生たち発信なんだと。発信は確かに学校なんで、先生たちなんですけど、でもやっぱりもっと早くから、区長会なり学校なりが早く、どういった委員会にするかというのをサクッと立ち上げないと、準備期間とかも必要ですし、そもそも閉校式じゃなくて閉校イベントなので別に３月じゃなくてもいいんですよね。もうちょっと手前にやってもいいですし。さすがに終わってからなら、あるもないもわからないですけど。やっぱりいろんなことがあって長くそこに地域に根差した小学校なのでいろんなやり方をされると思うんです。それに伴う人員だとか予算。予算もけっこう協賛をもらったと言っていたので、そういうのもいろんな準備期間をもっておかないと大変なのかなって。学区のやり方をやればいいんですけど。でもやっぱり４学区をやるって。当時、去年の栄南の校長先生と話をしてたんですけど、ある意味で言うと、１つの閉校式じゃなくて４つの学校がやるから比べちゃったりとか。どこかで弥富市の教育委員会も各学校の学区に全部任せるわけじゃなくて、横のつながりができる組織というか、あったほうが話しやすいしと思うんですけど。先生たちが主になりすぎちゃって、早く地域もくっついでみんなで肩組んでやったほうがいいんじゃないかなと。校長先生が困っているイメージがあるんですが。そんなことはないんですかね？ここでは言えないかもしれないですけど。だからもうちょっと早くとは思いますけど。ただこれはすごく難しい問題でコロナ禍以降、コミュニティ推進協議会も運動会、地区の運動会、盆踊りも含めて、行事自体をかなりやっていない状態ですので、いかに区長会といえども人を集めよう、これをやろうというのもかなりのエネルギーがいるので、そこはしっかり時間を取って、核となる人たちをしっかり集まって早めに動き出した方が。確かに２年切っている中で、普通の盆踊りの行事も１年近く、言い過ぎか、10カ月くらいはかかったということなので。それでいろんな世代を呼んでやろうというとかなり規模的には大きくなるのではないかなと思って。なるべく早く、PTAも区長会も。
○　出席者より　　中野校長先生からも言われていまして早急にという話がありましたので。ある程度、学校が進めて今、委員長が言われたように全体で盛り上げるというのもあると思うんで。校長先生が悩んでいるというのは確かなので。多世代の意見がそれぞれなので。今言われたコロナ禍以降、コミュニティ活動はちょっと辞めようということでほとんど割愛されている状況ですから、私はもう少し地域のためにも盛り上げていこうということを今、模索をしとる段階だと思うんですよね。
○　委員長より　　ほかに何かご意見があれば。
○　出席者より　　校舎の平面図ですけど、昇降口の右のほうに行くと工事用とかとつながっていて、左のほうはロータリーにつながっている感じだと思うんですけど、ロータリーと昇降口の間に門というか仕切りみたいのはあるのかなと思っていて。何か飛び出したりとか。車も常には通ってないとは思うんですけど、その油断がもしかしたらわからないし、誰かがいるのかとか。その時間帯は通らないとか。駐車場を使われる方は通るのかとか、詳しくわからないのですが、もし何か１こでもないと、１年生、２年生とかが行ったり、防犯、出ていったりすることがあるのかなと思って。そのへんを聞きたいです。
○　財政課より　　現状では門扉というか、そういったものは図面上、指示していない。駐車場として平面からはフェンスは設けるつもりはしていますけども、こういった正式な形でというのはないです。
○　三浦主幹より　　今のところですが、スクールバスを降りて西側から入るのですが、全体の登校が終わりましたら西側の入口は鍵を閉めて基本は入れないような形で考えています。登下校のタイミングでしか基本スクールバスのロータリー側の昇降口は開かないように考えていきます。今後そこを開けるにおいては必ず教員などが、そこに立っているとかバスが最初に停車している状態で子どもたちをバスのロータリーに来るとか。そういったところは今後、学校のルール等でも確認していきたいと思っています。安全という観点で。
○　出席者より　　プールを解体した跡の駐車場のところとかは通らないということですか。プールを解体後の駐車場になる予定のところは、どこから入っていくのか。このロータリーとは全然関係ないところから入ってこれるのかとか。もし授業中とか。
○　三浦主幹より　　東側に駐車場があり、そちらにはインターホンがありまして、基本、バスの動線は西側になりまして、保護者の方がもし送迎していただくのであれば東側駐車場を原則使っていただくことでバスと一般車の区別はつけたいと考えています。
○　出席者より　　職員の方が使われる予定とかですか。
○　三浦主幹より　　職員も、おそらくですが東側の駐車場を考えています。
○　出席者より　　プールのところの駐車場は。
○　三浦主幹より　　行事があるときや、まだこのあたりのルールが確定ではないのですが、児童クラブが体育館の南側にありますので、児童課とも今後相談させていただきながらかなと思います。ただまだ確定はしていませんので。
○　委員長より　　ほかに何か、ご意見等はよろしいでしょうか。
○　出席者より　　うちは徒歩通学になっているんですけど、徒歩通学の子はバスが行き来しているところとは別のところから登校することになるんでしょうか。入るところ、バスが行き来しているところを通って学校に入るとなると、危ないと思うんですけども、徒歩通学のときに入っていく門が別であるのか。
○　三浦主幹より　　徒歩通学のお子さんは、体育館のある北西の角の交差点から来るお子さんもあります。バス、体育館のすぐ西側の道路部分。北側からこの道路を通ってくる通学団もあります。西側から来る通学団もあります。この部分はバスと徒歩通学の子どもたちがかぶることになりますので、そこを土木課と、今お願いしているところなんですが、可能な範囲で防護柵はどうだろうなどと相談しているところです。門としてはスクールバスのロータリーのところ、昇降口となるところからお子さんと、運動場の南西からプールが解体された部分から来るお子さんもいます。また、東側の今もある砂利の駐車場が南東部分にあるんですが、そちら方面から来る子どもたちもいて、その子たちですと道路の角に桜の木が１本立っているかと思うんですけど、その門から入る子どもたちも実際にいます。よつば小学校も北東、北西、南西の３箇所から入るお子さんたちを考えています。そのバスとのところは気を付けて安全対策をしていきたいと思っています。
○　委員長より　　ほかにご意見等は。では、ないようですので本日の協議はこれで終了いたします。ありがとうございました。進行は事務局にお返しいたします。

･･････････○･･････････

12. 意見交換

○　学校教育課課長より　　委員長、ありがとうございました。次第では意見交換になっています。先ほど委員長の取り回しの中で十分な意見を皆さんからいただいたと思っていますが、何かほかに全体を通して、再編以外のことでも何かあれば教えていただければと思いますがよろしいですか。

･･････････○･･････････

13. 連絡依頼事項

○　学校教育課課長より　　最後、連絡依頼事項に移りたいと思います。次回の開催日程ですが、２学期が始まったあたりくらいで計画を立てていただきたいと思っていますので、予定が決まりましたらご連絡させていただきますのでお願いします。（２）その他ですが、連絡事項等、情報共有等あれば、ご提案いただきたいですがよろしいでしょうか。事務局から１つお願いがあります。今後の再編委員会で欠席されるケースもあるかと思いますが、その場合はできる限りの範囲内でけっこうですので、どなたか代理を立てていただけると助かりますので、ご協力をよろしくお願いします。

･･････････○･･････････

14. 閉会

○　学校教育課課長より　　では閉会の言葉を、渡邊教育部長が申し上げます。
○　部長より　　皆さん、ありがとうございました。バスの関係や通学路の関係などご意見をたくさんいただきました。いただいた意見についてはまた検討を進めていきたいと思っています。本日は長時間、ありがとうございました。気を付けてお帰りください。ありがとうございました。
○　学校教育課課長より　　お帰りの際は交通事故等、十分にお気をつけてお帰りください。帰りは下がわかりづらいと思いますので、職員がご案内させていただきますので、よろしくお願いします。

･･････････○･･････････
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